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令和３年度 
かかりつけ医心の健康対応力向上研修（Web開催） 

 
１．開  会 
 
 
２．挨  拶 
 
 
３．講  義 
 

【１日目】令和３年３月２日（水）   

 １）「基礎」編 19:00～20:00     （ＣＣ20「不眠」１単位） 

 

講師：産業医科大学医学部精神医学教室 

准教授  池ノ内 篤子 先生   

 

 

 ２）「診断・治療」編 20:00～21:00   （ＣＣ69「不安」１単位） 

 

講師：産業医科大学医学部精神医学教室   

講師  小 西 勇 輝 先生 

 

 

 

 【２日目】令和３年３月 10日（木）  

  １）「連携」編 19:00～20:00      （ＣＣ69「不安」１単位） 

 

    講師：九州大学病院精神科神経科     

准教授  加 藤 隆 弘 先生 

 

 

  ２）「実践」編 20:00～21:00      （ＣＣ20「不眠」１単位） 

 

    講師：九州大学病院精神科神経科     

講師  小 原 知 之 先生 

 
 
４．閉  会 



かかりつけ医心の健康対応力向上研修 

開催要綱 

１．開 催 日 時：令和４年３月 2 日（水）・10 日（木）  19：00～21：00 

２．開 催 形 式：新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、Web 形式 

（Zｏｏｍウェビナー）で開催する。 

３．プログラム：別紙のとおり 

４．対 象 者：医師 

５．申 込 方 法：令和４年２月 28 日（月）〆切 

６．資 料：当日の資料を開催の１週間前頃に、下記の本会ホームページに掲載いたし

ますので、各自ダウンロードしていただきますようお願いいたします。 

福岡県医師会ホームページ＞お知らせ＞令和３年度かかりつけ医心の健康対応力向上 

研修 

７．取 得 単 位：２日の受講で生涯教育講座４単位（CC：20「不眠」・69「不安」各日１

単位）、日医かかりつけ医機能研修制度応用研修１単位が取得できます。 

８．修 了 証 書：本研修修了者に対しては、本会より直接、福岡県知事名の修了証書を郵

送いたします。 

※いずれか１日のみの参加も可能ですが、その場合には、「修了証書」

及び応用研修１単位の取得ができませんのでご留意ください。

別紙１ 

連絡・問合せ先 

福岡県医師会地域医療課（北原） 

TEL：092-431-4564 FAX：092-411-6858 

E-Mail：fpma-chiiki@fukuoka.med.or.jp

【①Web 参加】 

・URL（https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_M4r3s03bTaaSV823CM-Tsw） 

より申込み 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_M4r3s03bTaaSV823CM-Tsw


１．本研修会に参加されると、１日の受講で日本医師会生涯教育講座２単位（CC：20「不眠」・69「不安」

各１単位）が取得でき、全国医師会研修管理システム（生涯教育制度）に登録されるとともに、１日目、

２日目ともに本研修の受講証明書を配布いたします。（医師のみ） 

２．本研修２日間のうち、いずれか１日のみの受講で標記研修の要件を満たすことになります。（両日受講

いただく必要はありません。） 

※福岡県知事よりの「かかりつけ医心の健康対応力向上研修 修了証書」及び「日本医師会かかりつけ医

機能研修（応用研修１単位）」には２日間ともの受講が必要です。

３．届出は不要ですが、指導等に備えて下記のいずれかを保管してください。 

①後日送付する本研修の受講証明書

②日本医師会生涯教育講座のどのカリキュラムコードを取得したかが分かるもの

※所属の各郡市医師会若しくは福岡県医師会に照会いただければ、「生涯教育講座 受講証明書」を発

行いたします。

※全国医師会研修管理システム（生涯教育制度）への登録には時間を要する場合があります。

参考１ 【令和２年４月版 医科点数表の解釈 556p】 
（１）「２」（＝向精神薬多剤投与以外の内服薬多剤投与／処方料 29 点）において、「不安若しくは不眠の症状を

有する患者に対して１年以上継続して別に厚生労働大臣が定める薬剤の投薬を行った場合（以下「向精神薬長

期処方」という）」とは、薬効分類上の抗不安剤、催眠鎮静剤、精神神経用剤又はその他の中枢神経系用薬のい

ずれかに該当する医薬品のうち、ベンゾジアゼピン受容体作動薬を１年以上にわたって、同一の成分を同一の

１日当たり用量で連続して処方している場合をいう。なお、定期処方と屯服間の変更については、同一の１日

当たり用量には該当しない。また、以下のいずれかに該当する医師が行った処方又は当該処方の直近１年以内

に精神科の医師からの助言を得て行っている処方については、向精神薬長期処方に該当せず、「３」（＝処方料

42 点）を算定すること。 
ア 不安又は不眠に係る適切な研修を修了した医師であること。

イ 精神科薬物療法に係る適切な研修を修了した医師であること。

参考２ 【疑義解釈その１ 問 171】 H30.3 

（答）「不安又は不眠に係る適切な研修」については、現時点で日本医師会の生涯教育制度における研修（「日医

ｅラーニング」を含む。）において、カリキュラムコード 69「不安」又はカリキュラムコード 20「不眠」を満た

す研修であって、プライマリケアの提供に必要な内容含むものを２単位以上取得した場合 をいう。

「精神科薬物療法に係る適切な研修」については、現時点で日本精神神経学会又は日本精神科病院協会が主催す

る精神科薬物療法に関する研修をいう。ただし、精神科の臨床経験５年以上を有する状態で受講した場合のみ該

当すること。

不安若しくは不眠の症状を有する患者に対して１年以上継続してベンゾジアゼピン受容体作動薬の投薬を行

った場合に算定する処方料・処方箋料について、「不安又は不眠に係る適切な研修」及び「精神科薬物療法に

係る適切な研修」とはそれぞれ何を指すのか。

向精神薬長期処方に係る研修修了について

別 紙 ２



②開始までしばらくお待ちください。

かかりつけ医心の健康対応力向上研修

講習会終了後は、各自退室を押して終了してください。

①招待URLが登録されたメールアドレス宛に送付されます。“ウェビナー
に参加”よりアクセスして下さい。

（※イメージ）

当日の流れ（Zoomアプリがある方）



当日の流れ（Zoomアプリがない方）

②「ブラウザから参加」をクリックしてください。

講習会終了後は、各自退室を押して終了してください。

③お名前を入力して、ロボットではありま
せんにチェックをいれて参加してください。

①招待URLが登録されたメールアドレス宛に送付されます。“ウェビナーに参加”
よりアクセスして下さい。

④開始までしばらくお待ちください。
（※イメージ）

かかりつけ医心の健康対応力向上研修
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